
「郵政共同会議」による

「６５歳定年制に関するアンケート」より抜粋

○ アンケート回答数

回答数 構成比

男性 181 73.3%

女性 62 25.1%

無回答 4 1.6%

計 247 100.0%

○ 家計の主たる収入

○ ６５歳で契約が更新されなくなったら、生活はどうなりますか?

○ あなたは、今後も働く意欲と体力をお持ちですか?
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○ 会社は６５歳の根拠として、年金が出るからといっています。

あなたの年金額はいくらになりますか。

○ 民営化後に採用された方にお尋ねします。あなたは、採用された時に、

65歳になると契約更新しないとの説明を受けていましたか?

○ あなたは、この６５歳雇用打ち切りについて感じられていることはど

ういうことでしょうか?（複数の選択も可能です。）
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①国が高齢者の雇用促進を言いつつ、国の企業が

真っ先に高齢者の解雇を進めることは理不尽だ。

②民営化されたとはいえ、国の方策で生活困窮者が

出ること

③年金が支給される正規雇用の人間を基準に定年を

決めようとしていること

④年齢差別を国が放置していること

⑤その他


